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今２０２３春闘で東日本ユニオンの５本柱のたたかいのうち、「５，第二基本給を廃止

すること」についての問い合わせが多かったので、解説していきます。 

「第二基本給」とは、入社時第二基本給と入社後の賃金改訂および定期昇給による

基本給増加額の３０％を累計した合計額です。今から約３６年前（１９８７年）のＪＲ東日

本の発足時に導入された制度です。当時は赤字経営が予測されるなど、今ほど盤石で

はない経営体力を背景に、社員の退職金が経営を圧迫することを避ける目的で生まれ

ました。社員が入社してから賃金が増加した分の３０％は「第二基本給」に累計されて

いきます。その累計された「第二基本給分」が退職金の退職手当算定基礎給から外さ

れることから、社員にとっては退職金の支給額がとても低くなる制度です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１９８７年のＪＲ東日本発足時から社員は３万人以上減り、退職給付引当金は２倍以上

になっています。第二基本給制度があることで社員の退職金は大きく損をしていま

す！東日本ユニオンは今２０２３春闘でも第二基本給の廃止を求めていきます！ 

 

 

 

E-mail  naga-30-naga@hotmail.co.jp 

◆退職手当の計算式 

（５５歳時点での基本給ー第二基本給累計額）×退職手当支給額＋特別加算金＝退職手当 

 

◆計算例（６０歳で定年退職を迎えた場合） 

（３８万円（５５歳時の基本給額）－７万円（第二基本給））×６０．０（退職手当支給率） 

＝１，８６０万円 

※第二基本給が無い場合→３８万円×６０．０＝２，２８０万円 

２，２８０万円－１，８６０万円で、その差はなんと 420万円！ 
※第二基本給については発令通知書に明記されています。 

※退職手当支給率については就業規則の最後のページに表が出ています。 

 


